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研究成果の概要（和文）：人間の自然知能発達過程の計算機モデル化を視野に、乳幼児の音声言語発達に着目し、感情
意図ラベルを手がかりとした発話分析をコアメソッドとするインタラクション行動分析環境を構築した。絵本を読み聞
かせる母子インタラクション場面を対象に、500分の映像音声データに対して約13,000の行動特徴ラベルを付与したマ
ルチモーダル発話感情行動データベースを作成した。子どもの音声言語発達を促す母親のコミュニケーション技法に関
する知見を多数獲得するとともに、提案した行動分析環境が、複数のドメインでコミュニケーション場面における人間
の行動特徴の可視化に役立つことを示した。

研究成果の概要（英文）：Aiming to build computational model of development process of human natural 
intelligence, we have constructed an interaction behavior analysis environment focused on spoken language 
development of infants, whose core method is utterance analysis based on emotion and intention labels. We 
have created multimodal utterance emotion behavior database including about 13,000 behavior labels for 
500 minutes movie data of mother-child interaction scenes of picture book reading. We have obtained many 
valuable findings about communication skills of mothers to promote spoken language development of 
children. We have also proved that the proposed behavior analysis environment is useful to visualize the 
features of human behavior in communication scenes on multiple domains.

研究分野：ヒューマンインタフェース

キーワード： 音声言語発達　感情意図ラベリング　マルチモーダル行動分析　母子インタラクション　コミュニケー
ションスキル
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１．研究開始当初の背景 
 音声言語獲得過程の解明に関する研究は
歴史が古く、幼児の観察に基づく研究は数多
くなされてきた。種々のコーパスの活用によ
り、一つ一つの観点から音声言語発達の知見
が積み上げられ、大量の映像音声データに基
づく自動ラベリング等の要素技術開発も進
展しているが、知能発達過程の計算機モデル
化を視野にインタラクション分析までを行
う検討は少ない。少子化により育児不安等の
社会問題も顕在化し、乳幼児の音声言語コミ
ュニケーション発達に関する知見は育児ス
キル向上の一助となる。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、最も根源的なコミュニケーシ
ョン手段である音声言語能力の発達過程を
観察し、人間の知能発達過程の根幹を記述す
る計算機モデルの構築を狙う。感情とは心の
状態であり、思考方法を切り替えるスイッチ
であるという Minsky の理論に基づき、感情
意図ラベルを手がかりとした発話分析をコ
アメソッドとして音声言語獲得過程のモデ
ル化を目指す。母子インタラクション場面に
注目し、乳幼児の音声言語発達を促す周囲の
適切な介入方法に関する知見を獲得する。 
 
３．研究の方法 
(1) 音声言語獲得過程分析のための感情意
図ラベルを機軸とするマルチモーダル行動
分析システムを開発する。 
(2) 絵本を読み聞かせる母子インタラクシ
ョン場面を対象に、感情意図ラベルを基軸と
するマルチモーダル発話行動データベース
を構築する。 
(3) 子どもの音声言語発達を促す母親の介
入行動に着目した母子インタラクション分
析により育児支援等にも活用できる知見を
獲得する。 
 
４．研究成果 
(1) 感情意図ラベルを機軸とするマルチモ
ーダル行動分析システム開発 
 映像と音声による行動記録データに発
話・ジェスチャ・感情意図ラベル等のマルチ
モーダルなラベルを観察者が自由に設計・付
与できる機能と、それらのラベル情報に関す
るクエリにより特徴的な場面を柔軟に検索
できる機能を備えた音声言語獲得分析支援
システム（図 1）を開発した。母子インタラ
クション場面の詳細分析用に発話・感情・接
触・視線・触れ合いを母子別に付与するラベ
ル体系を設計し、ツールに組み込んだ。 
 
(2) マルチモーダル発話行動データベース
の構築と発話感情ラベルの付与 
 開発したシステムを用いて、母親が子ども
に絵本を読み聞かせる場面の母子インタラ
クションデータを対象に、発話者・発話内
容・発話区間・ジェスチャ・視線・感情意図

などのラベルを付与し、本研究の基盤データ
ベースを構築した（図 2）。感情意図ラベル体
系としては、ポジティブ・ネガティブ・ニュ
ートラルの 3種類からなるものを用いた。発
話音声の基本周波数情報を手掛かりとした
自動ラベリング手法を開発しラベル生成に
活用した。首都圏在住の 20 組の母子の協力
で、英語の絵本を子どもに読み聞かせる場面
を収録した500分の映像音声データに対して
ラベリングを実施し、全部で約 13,000 の行
動特徴ラベルを付与した（表 1）。 
 
(3) 子どもの音声言語獲得を促す母親の働
きかけに着目した発話行動分析 
 Minsky の感情思考理論に基づき、感情意図
ラベルが時間軸上で変化している場面に着
目し、特徴を考察した。絵本に興味を惹くた
めの母親の語り掛けの工夫が多く観察され、
音声インタラクションにより子どもと向き

図 1．複数の観点から行動特徴を捉える発話
行動分析ツール 

図 2．感情意図ラベルを含むマルチモーダル
発話行動データベース（一部） 

表 1. 絵本読み場面母子インタラクショ
ンデータに付与した行動特徴ラベルの数 

発話 感情 接触 視線 指差し
3585 3585 527 1429 475

発話 感情 接触 視線 指差し
537 537 611 1551 71

母

子

 



合うためのコミュニケーションスキルに関
する知見が得られた。 
付与された感情意図ラベルを主要な手が
かりとして、絵本読みに対する子どもの反応
がよい場合とそうでない場合の比較分析を
行ったところ、反応がよい子どもの母親は、
発話の韻律のコントロールによって楽しさ
を演出するだけでなく、子どもの視線を巧み
に捉え、指差しやスキンシップなども併用し、
複数のモダリティを組み合わせて子どもの
関心を惹きつける工夫が多く観察された。 
絵本読み場面における母子の発話、感情、
接触、視線、指差し等の行動特徴を複数の母
子間で比較し、子どもの音声言語発達過程と
の関係を考察した。特徴的な二組の母子の事
例（図 3）とラベル数（表 2）を示す。母子 A
は、発話・視線・指差しによる母からの働き
かけの機会が多いが、子どもの発話は少ない。
母子 Bは、働きかけは少ないが子どもの発話
が多く、適切なタイミングで的確な関わりを
している可能性が示唆される。 
行動ラベルは母親の介入やそれによる子
どもの反応などの特徴的な場面を抽出する
手掛かりとして有用であり、母親からの介入
行動が多すぎると子どもの発話数が減少す
るなど、母子インタラクションの特徴を行動
ラベルによって客観的に可視化できること
を示した。 
子どもの音声言語発達を促す母親のコミ
ュニケーション技法に関する知見を多数得
られたことに加え、子どもが母親の意図した
反応を示さない場合の母親間の対応の違い
など、育児全般にも活用できる母親のコミュ

ニケーション技法に関する知見獲得への有
用性が示唆された。 
 
(4) 発話感情ラベリングに基づくマルチモ
ーダル行動分析の実世界場面への応用 
 本研究で開発した発話の韻律情報に着目
した感情ラベリングを基軸とするマルチモ
ーダル行動分析手法の母子インタラクショ
ン以外のドメインでの活用を検討した。 
 ダウン症児のリトミック教室における活
動の映像事例分析に適用したところ、感情ラ
ベルは、身体動作や視線など他のモダリティ
の行動特徴と併せて、子どもごとの取り組み
方の違い（図 4）や子ども同士の関係（図 5）
を可視化するのに有用であり、講師に子ども
たち一人ひとりへの適切な介入方法の示唆
を与えることを確認した。 
 さらに、加齢による身体感覚機能の衰えに
起因して多様な感覚特性を持つ高齢者の体
感状況を、発話感情情報を手掛かりに推定す
る技術の開発にも本研究で開発した発話行
動分析手法が有効であった。 
 以上のように、本研究のコアである感情意
図ラベルに着目した行動分析の方法論は
種々のドメインでコミュニケーション場面
における人間の行動特徴の可視化に役立ち、
今後さらに多面的な展開が期待される。 
 

図 3．母子インタラクション場面の行動ラベ
リング事例 

図 5．音楽コミュニケーション場面での感情
ラベリングに基づく行動分析事例（複数の子
どもの関係に着目した行動特徴の可視化） 

図 4．音楽コミュニケーション場面での感情
ラベリングに基づく行動分析事例（子どもに
よる行動特徴の違いの可視化） 

 
表 2. 母子 2組の 1分あたりの行動ラベル数 

 

行動特徴 発話 感情 接触 視線 指差し
母 15.2 15.2 1.1 8.4 6.5
子 0.3 0.3 3.8 5.2 0.5

行動特徴 発話 感情 接触 視線 指差し
母 9.1 9.1 2.1 3.2 0.7
子 1.5 1.5 2.2 5.7 0.1

B

A
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